
資料３

高齢者の生活・介護等に関する実態調査（中間報告）について

○１次調査（アンケート調査）実施結果（８月～１０月実施）

調査対象 母 数 発送数 回収数

現役世代（４０歳以上６５歳未満） 5,000 2,053
753,478

介護を必要としない高齢者 5,535 3,248
高

介護を必要とする高齢者とその家族 50,975 5,198 2,581
齢

介護事業者 2,112 2,112 1,366
者

介護従事者 18,560 6,557 3,403

24,402 12,651
計

回収率 ５５．０％

回収率は、未達の件数を除いた率

○今後の予定

・アンケート結果の分析（１１月～１２月末）

高齢者は、地域の実情、世代ごとの特徴などを詳細に把握するため、アンケート結

果を様々な角度からクロス集計し、分析する。

・２次調査の実施（１１月～１２月末）

アンケートの内容をさらに掘り下げて調査するため、対面方式（個別面接、グルー

プインタビュー）による２次調査を実施する。

・調査結果の取りまとめ（１月）

施策の検討にデータとして活用できるよう、調査結果、分析結果を取りまとめる。

・調査結果の公表（２月）

県民が福祉政策についての議論を深めるきっかけとするため、調査結果を公表する。

・計画への反映（１１月～２月）

策定中の高齢者福祉計画を高齢者の生活実態に即した内容とするため、調査結果を

計画に反映する。
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１．健やかな老い 

 

健康状態で感じていること 

 

 若年者の約 67％、一般高齢者の約 53％が 

 ある程度健康に自信をもっている 

 今後は、さらに健康に自信がある人が増える 

よう、健康保持、健康づくりに取り組んでも 

らうことが重要 

 

 

健康を維持するためにしていることや

心がけていること、習慣的な運動（意識

的に体を動かすこと）の有無 

 

 〔上図〕若年者は、食事の栄養バランスや、 

規則正しい生活、休息や休眠といった、日 

常の生活に気をつけている人の割合が高い 

〔下図〕一方で、習慣的な運動（意識的に 

体を動かす）をしているのは約 38％ 

  

〔上図〕一般高齢者は、定期的に医療機関 

の受診を行い、健康管理をしている人の割 

合が約 64％と最も高い。それ以外では、若 

年者と同様に、日常の生活に気をつけて 

いる 

〔下図〕また、習慣的な運動（意識的に体 

を動かす）をしているのは約 51％ 

 

今後も健康に対する意識や、規則正しい生活、 

休息や休眠といった日常生活への心がけを 

 高めてもらうとともに、習慣的な運動を行う 

 人の割合を高めるためにも、身近なところでの 

 機会の提供や実施方法についての情報提供など 

 を積極的に実施していくことが必要である 

 かかりつけ医の有無 

 

 若年者はかかりつけ医がいるのは約 64％ 

 一般高齢者や要介護者は約 87～96％と 

 ほとんどの人がかかりつけ医がいる 

 

 

 

２．社会参加の促進 

 

65 歳以降の就労意向、地域行事や活動

への参加状況 

 

 〔上図〕若年者の約 40％が 65 歳以降 

も就労を希望。 

 一般高齢者は約 45％がゆっくりしたい 

 若年者、一般高齢者ともに、地域貢献活 

 動したい人は約８％前後にとどまってい 

 る 

 

 〔下図〕地域行事や活動には若年者の 

80％近く、一般高齢者の約 66％が参加 

特に地域の清掃活動やお祭りや運動会な 

どに参加している人が多い 

  

 高齢期においても、就労や地域貢献活動を 

 希望する人に対して、活動の機会や場の提供を進めていくとともに、地域活動の担い手として積極的に 

 地域活動への参加を促進するなど、ニーズの多様化に対応した支援策が必要である 

 

 

生活の充実度 

 

 若年者、一般高齢者ともに 80％近 

くがおおむね充実していると評価 

 要介護者はおおむね充実している 

 とする人が約 55％ 

 今後、充実している割合を高めて、 

いく必要がある 

7.5
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59.4

47.3

27.4

30.2

4.3

13.8 3.2

1.4
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若年者

一般高齢者

健康には自信がある どちらかというと、健康には自信がある

どちらかというと、健康には自信がない 健康には自信がない

無回答
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39.8

20.1

20.4

7.3

29.7

16.1

30.7

8.9

2.1

45.7

39.9

33.4
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40.2

2.3

5.1

0.9

63.7

35.8

21.2

25.9

8.0

34.5

18.6

31.4

14.8

3.5

49.4

43.4

32.2

35.6

43.9

44.8

3.0

6.2

1.9

0 20 40 60 80

定期的に主治医の診察を受けている

定期的に健康診断を受けている

運動・体操をしている

ウォーキングをしている

スポーツクラブなどを利用している

生きがいや趣味をもっている

旅行をする

友だちと楽しく話す

地域の行事に参加している

健康に関する教室などに参加している

食事の栄養バランスに気をつけている

休息や睡眠をとるようにしている

ストレスをためないようにしている

食事のあとで歯をきれいにしている

入浴を心がけている

規則正しい生活を心がけている

その他

特にない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

63.5

86.6

95.4

34.2

9.1

1.2

4.3

2.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

いる いない 無回答

12.0

6.6

27.3

16.1

7.9

7.3

41.9

44.5

8.5

7.6 17.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

常勤で働きたい 週に何回かパートタイムで働きたい

報酬はなくても地域貢献活動したい ゆっくりしたい・自由にしたい

わからない 無回答

50.3

20.7

62.8

4.1

7.9

16.5

1.5

18.9

2.3

33.4

16.8

46.8

17.1

6.9

18.4

3.5

23.6

10.0

0 20 40 60 80

地域のお祭りや運動会

地域の自主防災、防犯活動、交通安全活動

地域の清掃などの美化活動

地域の敬老行事

子どもや高齢者の見守り活動

自治会や老人クラブなどの世話

その他

参加したことがない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

19.3

20.8

12.2

60.1

55.5

42.5

13.7

11.0

20.3

5.0

5.0

12.4

7.7

12.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

充実している どちらかといえば充実している どちらかといえば充実していない

充実していない 無回答

38.3

51.1

59.3

37.1 11.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

行っている 行っていない 無回答

若年者………40～64 歳［N=1,500］ 

一般高齢者…介護を要しない 65 歳以上［N=1,300］ 

要介護者……要介護（支援）認定を受けている人［N=1,000］ 

高齢者の生活・介護等に関する実態調査 中間報告概要 

（平成２１年９月末時点の集計による） 

複数回答

複数回答
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３．暮らしのサポート 

居住環境で困っていること、将来的な家

事の不安 

 

〔上図〕困っていることとして、維持管理が 

大変、バリアフリーになっていないといった、       

自宅の環境をあげる人が多い 

 そのほかでは、公共機関や商業施設が近く 

にないといったことをあげる人が多い 

 

 〔下図〕また、高齢者は、将来的な家事の 

不安の中で、食事の準備や買い物に対して 

半数以上が不安を感じている 

 

 高齢者は、日常生活や、家事などに対して 

さまざまな不安を感じており、できるだけ 

不安を解消できるよう、支援策の検討が必 

 要である 

 

 

 

 

 

 

 

身近なところにあればよいサービス 

 

若年者、一般高齢者ともに、医療や介護 

サービスが整っていることをあげる人が 

最も多く、次いで、緊急時の通報システ 

ムとなっており、介護や緊急時への不安 

を解消できるサービスを求めている人が 

 多い 

医療や介護の充実や緊急時の対応など、 

 前項の日常生活の安心感とともに、非 

日常的ではあるが、緊急時への対応に 

対する安心感への支援策が必要である 

４．住まい・まちづくり 

家族構成、居住形態 

 

 〔上図〕若年者は家族との同居が約半数、 

一般高齢者は、半数弱が夫婦のみの二人 

暮らし 

 要介護者は約 40％が単身または夫婦 

のみの二人暮らし 

  

一般高齢者や要介護者において 

単身や夫婦のみの世帯が多いこ 

とから一般高齢者の介護が必要 

になった場合や、現在の要介護者 

の老々介護への対応が求められ 

る 

  

〔下図〕居住状況については、若 

年者および一般高齢者の 90％近 

くは持ち家 

 要介護者は約 75％が持ち家 

 

 持ち家率が高いものの、前項にも 

あったが、自宅においてバリアフ 

リーになっていないといったこ 

とをあげる人が多いこともあり、 

 要介護状態であっても、できるだ 

け、住みなれた自宅で生活を続け 

られるよう、適切な住環境の整備 

などが必要である 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3

8.1

18.6

21.3

46.0

22.5

50.6

21.8

24.5

19.1

17.1

23.6

3.5

2.7

7.9

4.3

2.9

0.3
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要介護者

一人暮らし 夫婦二人暮らし 子どもまたは親と同居 三世代同居 その他 無回答
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3.7
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5.1

0.8

28.5

20.9

58.3
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医療や介護のサービスが整っている

（介護保険外の）外出支援

（介護保険外の）家事代行

配食や食事の提供

安否確認サービス

緊急時の通報システム

生活に関する相談

その他

特にない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

79.5
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2.1

1.5

3.7

2.3
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0.1

0.0

0.1

0.1

0.3

77.4

1.2

8.7

1.8

1.2

1.5

5.1
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0.2

0.0

0.4

0.5

1.7

69.6

0.9

3.5

2.4

2.3
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5.2

0.1

0.1

1.5

1.8

1.3

5.3

2.5

1.7

0 20 40 60 80 100

持ち家（１戸建て）

持ち家（長屋建て）

持ち家（分譲マンション）

借家（１戸建て）

借家（長屋建て）

借家（マンション・アパートなど）

公営住宅（県営・市町村営）・UR賃貸住宅

社宅・寮・官舎など

間借り

医療機関（病院など）へ入院中

有料老人ホーム、ケアハウス、

高齢者向け住宅などに入居中

（介）認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）に入居中

（介）介護保険施設（老人福祉施設（特別養護老人ホー

ム）、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所

（入院）中

その他

無回答

(%)

若年者 一般高齢者 要介護者

55.1

45.5

48.2

53.2

23.4

30.7

28.8

25.8

21.5

23.8

23.0

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事の準備

洗濯

掃除

日常の買い物

感じる 感じない 無回答 一般高齢者

 

31.8

31.2

2.8

4.2

17.3

4.5

23.9

22.7

10.2

17.5

13.4

12.2

2.1

12.2

13.9

0.0 20.0 40.0

維持管理が大変（掃除や家の修繕など）

バリアフリーになっていない（トイレ、風呂、段差

や階段など）

狭い（自分や夫婦専用の部屋がないなど）

日当たりや風通しが悪い、騒音がひどい

古くなって安全性に不安

家賃やローンが高い

公共機関が近くにない（役場、公民館、図書館な
ど）

商業施設が近くにない（銀行、スーパー、飲食店、

娯楽施設など）

医療機関や介護サービスが近くにない

交通の便が悪い

知り合いが少なくなった

近くに頼りになる人がいない

その他

特にない

無回答

(%)

一般高齢者

複数回答
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５．相談・支援体制の充実 
 

介護や保健、医療等に関することでの

相談相手 
 

 相談相手としては、若年者は、「家族 

や親せき」、「知人・友人」、「市町村役 

場」が高い 

一般高齢者は、「家族や親せき」、「かか 

りつけ医」、「市町村役場」が高い 

要介護者は、「家族や親せき」、「要 

介護者は介護保険の事業者」が高い 

 

  

  

 

 

  

 

 
地域包括支援センターの認知度 

 

 地域包括支援センターの認知度は若年 

者が約 30％、一般高齢者が約 42％、 

要介護者が約 51％ 

 また、要介護者の約 32％が利用経験あ 

 り 

 高齢者の身近な相談窓口として、今後 

さらに認知度を高めていく必要がある 

 

地区の民生委員の認知度 

 

 地区の民生委員の認知度は若年者が約 

38％、一般高齢者が約 43％、要介護 

者が約 46％ 

  

 

６．認知症高齢者への対応 

認知症のためにしていること 

 

 若年者の約半数は特に何もしていない 

 行っていることとしては、「新聞やテレビ 

 で認知症に関する情報を見ている」をあ 

げる人が大半となっている 

 一般高齢者も、約半数が「新聞やテレビ 

 で認知症に関する情報を見ている」こと 

 をあげている以外はあまり取り組んでい 

ない 

 今後、さまざまな機会を通じて、認知症 

 に対する正しい知識を普及し、認知症の早期発見・早期対応を促進するとともに、認知症高齢者が地域で生

活しやすいよう、認知症に対する理解の促進を行う必要がある 

 

認知症の有無 

 

 要介護者で、現在認知症がある人は約 44％ 

 なかでも、症状が重い人は約 14％ 

 

 

 

 

認知症のある家族の介護で困った 

こと 

 

 「目が離せず、一日中離れられない。 

家事や買物もできない」といったこと 

をあげる人が最も多くなっており、精 

神的、身体的にかなり負担がかかって 

ていることがうかがえる 

 介護者の負担軽減のため、地域におけ 

る見守り体制の整備や、介護者へのレ 

スパイトサービスの充実などが必要で 

 ある 

 

 

40.2

33.1

16.8

2.3

13.0

6.1

31.9

2.9

17.5

4.5

40.8

19.9

28.7

4.5

10.8

3.6

26.2

1.8

13.7

11.4

48.3

8.4

21.1

3.1

43.2

10.4

19.0

1.4

4.3

10.7
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家族や親せき

知人・友人

かかりつけ医

地域の役員など（民生委員・町内会・老人クラブなど）

介護保険の事業者（ケアマネジャーや

介護サービス事業者の職員）

地域包括支援センター・在宅介護支援センター

市町村役場（高齢福祉課・健康管理課・

介護保険課など）

その他

特にいない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者 要介護者

4.2

6.8

32.6

25.5

35.3

18.6

67.5

46.8

39.3

2.8

11.0

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

地域包括支援センターのことは知っており、利用している、または利用したことがある

地域包括支援センターのことは知っているが、利用したことがない

知らない

無回答

37.8

42.5

45.5

60.7

43.1

40.6

1.5

14.5

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

知っている 知らない 無回答

症状が重い

（意思疎通が

難しく、相当程

度の介護を要

する）

13.7%

軽い症状があ

る（少しの手助

けがあれば日

常生活が可

能）

29.8%

無回答

13.6%

ない

42.9%

12.6

6.6

26.9

13.5

3.3

9.0

2.1

10.2

22.2

19.5

0.0 10.0 20.0 30.0

どこの病院に行けばよいかわからない、または、専

門的なケアが受けられない

だれに相談したらよいかわからない

目が離せず、一日中離れられない。家事や買物もで

きない

外出しても、帰ってくるか、事故に遇わないか心配

本人が仕事を続けられなくなった

ふさわしい介護サービスがない、または、足りない

近所の人の理解が得られない

その他

特にない

無回答

(%)

42.9

4.4

4.7

11.7

1.6

49.9

1.6

51.2

4.9

4.0

7.5

1.2

36.4

8.7

0 20 40 60

新聞やテレビで認知症に関する情報を見てい

る

認知症に関する講演会やイベントなどに参加

したことがある

専門の医療機関や相談窓口を知っている

認知症の人との接し方（配慮すべきこと）を

知っている

その他

特に何もしていない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

要介護者 

要介護者の家族 

[N=871] 

複数回答

複数回答 

複数回答
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７．在宅での看取りを支えるシステムづくり 

自宅で介護される場合の希望する 

介護者 

 

 若年者はヘルパーなど介護の専門家を、 

 一般高齢者では、配偶者を希望する人が 

 最も多いが、ヘルパーなど介護の専門家 

 を希望する人も多く、今後さらに在宅 

 介護へのニーズが高まると推測される 

 

 

 

 

最期を迎えたい場所 

 

 若年者、一般高齢者、要介護者ともに 

 半数が「自宅」をあげており、終末期 

 の在宅介護の対応が今後一層求められる 

 

 

 

 

 

対応が困難であることを理由に利用

を断ったことのある医療行為 

 

 介護サービス提供事業所において、ＩＶ 

Ｈ（中心静脈栄養）、胃ろう・腸ろう、 

気管内挿管・気管切開などへの対応が 

 困難で利用を断った事業所が約 13,14 

 ％いる。 

 

終末期の在宅介護を希望する人が多い 

 一方で、さまざまな医療行為に対応でき 

 るサービスを提供できるような支援体制の整備が必要である。 

  

 

 

８．介護を支える家族への支援 

主な介護者が、介護を行う上で

困っていること 

 

 自分自身も高齢となり、介護が困 

難をあげる人が最も多く、次いで、 

気持ちや身体を休める機会がない 

 をあげ、身体的、精神的にかなり 

 負担がかかっていることがうかが 

える 

 介護する家族の負担を軽減するた 

 め、適切なサービスの利用を促進 

 するとともに、情報交換や日常の 

悩みなどを聞いてもらうことがで 

きる場としての介護者の家族の会 

 など、精神的な負担の軽減をでき 

 るような対応が必要である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅サービスの利用による主な介

護者の生活の変化 

 

 居宅サービスを利用して、精神的、身 

体的に楽になったとする人が多く、今 

 後も介護者の負担の軽減のために、介 

 護サービスの利用を進めていくことが 

求められている 

 

 

38.9

33.9

8.3

0.5

0.6

0.8

0.6

12.9

3.4

24.8

32.7

12.8

2.5

0.5

0.3

0.5

7.5

18.3

0 10 20 30 40

ヘルパーなど介護の専門家

配偶者

子ども

子どもの配偶者

その他の親族

ボランティア

その他

特に希望はない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

51.8

52.5

53.6

12.0

17.7

9.2

3.5

2.7

3.1

29.3

17.1

17.9

0.9

1.2

0.2

8.8

2.5

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

自宅 病院 介護施設 その他 わからない 無回答

9.9

12.2

11.1

14.5

7.9

8.3

5.9

3.9

11.0

23.7

9.0

16.4

19.1

14.0

8.4

5.1

7.0

10.9

11.4

0.5

6.4

10.2

21.6

0.0 10.0 20.0 30.0

介護の方法（介護技術）がわからない

介護サービスを効率よく利用する方法がわからな

い

利用したいサービスが使えない、

または、使いたいときに使えない

介護サービスを利用させたいが本人が嫌がる

介護施設に入所させたいが、本人が消極的である

介護施設に入所させたいが、希望する施設に空き

がない

一生懸命介護しているのに他の家族の理解が得ら

れない

相談者や悩みを聞いてくれる人がいない

本人を支えることができないなど、体力的に介護

が困難

自分自身も高齢となり、介護が困難

夜間・深夜の介護負担が重い

介護サービスを利用しても精神的・体力的負担は

大きい

気持ちや身体を休める機会がない

1割負担など利用料金の負担が重く、十分にサービ

スが利用できない

仕事と介護の両立が難しく、収入が減った

訪問診療（往診を含む）をしてくれる医師がみつ

からない

医療機関への通院の付き添いが困難

（仕事のため時間がつくれない）

医療機関への通院の付き添いが困難

（体力的に介助が困難）

医療機関への通院の付き添いが困難

（自動車がない・運転できない）

医療器具の使い方がわからない

その他

特にない

無回答

(%)

28.6

2.3

35.5

2.8

19.5

2.5

3.8

11.4

34.6

0.0 20.0 40.0

身体的に楽になった

身体的にきつくなった

精神的に楽になった

精神的にきつくなった

時間に余裕ができた

時間に余裕がなくなった

その他

特にない

無回答

(%)

12.8

6.8

4.1

9.3

12.3

12.9

6.1

9.1

14.1

3.3

3.0

69.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

胃ろう・腸ろう

喀痰吸引

インシュリン注射（自己注射可）

インシュリン注射（自己注射不可）

レスピレーター(人工呼吸器)

気管内挿管・気管切開

酸素吸入

透析

ＩＶＨ（中心静脈栄養）

ストマ

その他

無回答

(%)

介護サービス施設・事業所

要介護者の家族 

要介護者の家族 

[N=800] 複数回答

[N=871] 複数回答 

[N=871] 複数回答
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９．介護保険制度における介護サービス 

訪問介護サービス、通所系サービスの満足度 

 

 訪問介護は約 90％、通所系サービスは約 84％ 

 がおおむね満足をしている 

 今後とも満足度が高くなるよう、質の高いサー 

 ビスの維持が求められている 

 

 

 

 
現在負担している介護保険料と現在負

担している介護保険料に対する考え 

 

〔上図〕若年者は 2000～3000 円の 

 割合が最も高い。しかし、約 40％がわか 

 らない。 

 一般高齢者は 3000～6000 円の割合が 

高い 

 要介護者は 3000～5000 円の割合が 

 高い 

 

〔下図〕保険料が高いと感じているのは、 

若年者が約 28％、一般高齢者が約 63％、 

要介護者が約 44％ 

 一方で、若年者は保険料がわからない人が 

 多いこともあり、若年者の半数弱がわから 

ない 

 

 介護保険制度が円滑に運用できるよう、 

 若年者や一般高齢者に対して、介護保険 

制度の意義等に対する周知をさらに徹 

底するとともに、すべての人に対し適切 

なサービス利用に対する意識の醸成を 

図る必要がある 

 
 

 
事業所の月間の収支の状況 

 

 黒字の事業所が約 19％、概ね均衡が約 36％、 

継続的な赤字が約 34％ 

 安定したサービス提供を行うためにも、黒字、 

または概ね均衡になるよう、 

 事業計画を立ててもらうこと必要がある 

 

 

10．魅力ある介護職場、介護人材の確保 

職員定着のために行っている取組

み 

 

 外部や内部での研修を受講するため 

 の支援を行っているところが多い 

 また、給与面での改善を行っている 

ところも約 38％いる 

職員のキャリアアップのため、各事業 

所が、職員にさまざま研修の機会を提 

供できるよう、支援を行う必要がある 

 

 

 

 

 

従事者の職場等への満足度 

 

 収入に関しては、半数が不満をしめして 

いる 

職場の人間関係や利用者との関係につい  

ては、満足しているのが 40～47％ 

収入や労働時間、福利厚生などへの満足 

度を高めるため、事業所に対しての情報 

提供や意識の啓発などを行う必要がある 

33.8

23.7

56.3

59.8

4.8

4.2

0.0

0.0

3.7

0.4

8.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護

通所系サービス

たいへん満足している おおむね満足している

あまり満足していない まったく満足していない

わからない 無回答

4.1

11.0

18.8

6.3

6.1

1.7

1.5

1.0

1.7

41.1

6.7

0.8

4.5

8.2

15.1

18.8

13.5

8.9

4.9

7.6

5.2

12.5

2.2

7.0

10.3

14.3

16.4

8.4

5.0

3.3

6.1

13.6

13.4

0 10 20 30 40 50

月額1,000円未満

月額1,000円～2,000円未満

月額2,000円～3,000円未満

月額3,000円～4,000円未満

月額4,000円～5,000円未満

月額5,000円～6,000円未満

月額6,000円～7,000円未満

月額7,000円～8,000円未満

月額8,000円以上

わからない

無回答

(%)

若年者 一般高齢者 要介護者

10.2

28.8

15.4

18.1

34.4

28.8

16.9

12.5

19.2

45.3

12.5

22.4

7.1

11.5

12.3

0.2

0.4

1.3

1.5

0.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年者

一般高齢者

要介護者

非常に高いと思う やや高いと思う 妥当だと思う やや安いと思う

安いと思う わからない 無回答

現在は赤字だ

が、近々黒字に

なる予定である

7.6%

概ね均衡

36.4%

無回答

3.1%

継続的な赤字で

ある

34.0%

黒字である

18.9%

24.9

23.6

42.8

25.8

59.0

23.5

38.0

24.5

25.5

53.9

4.9

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0

資格取得のための金銭的な支援

資格取得のための休暇取得の支援

外部の研修への金銭的な参加支援

外部の研修への休暇取得の支援

業務として研修などに派遣

勤務条件（夜勤回数、勤務時間帯など）の改善

給与面での改善

キャリアアップのための人事制度

(資格取得や自己研鑽等を評価)の導入

福利厚生面（育休、介護休暇など）での改善

事業所内での研修機会の確保

その他

無回答

(%)

1.4

3.1

2.3

3.4

9.0

8.8

12.1

16.4

13.3

19.4

30.7

38.6

34.1

52.5

48.2

52.5

43.9

47.2

30.5

20.1

22.7

18.5

11.9

3.3

21.1

7.0

11.2

4.4

3.3

1.0

1.2

1.4

1.9

1.1

1.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入

労働時間

福利厚生

仕事の内容

職場の人間関係

利用者との関係

非常に満足 満足 普通 やや不満 非常に不満 無回答

要介護者（利用者） 

介護サービス施設・事業所 

介護サービス施設・事業所 

介護サービス施設・事業所の従事者

[N=231] 

[N=800]

[N=800]

[N=405] 

[N=2,000]
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11．県民への啓発 

行政が重点的に取り組む 

こと 

 

 サービスの充実のほか、情報 

提供や、相談窓口の整備など 

を望む人が多い 

また、そのほか、高齢者が 

 地域で活動できる機会や、  

 地域の助け合い活動の重要 

 性の啓発などを望む人も 

多い 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

42.2

28.7

20.3

48.5

61.6

59.3

19.7

20.5

2.8

5.2

27.5

22.0

18.6

36.0

44.6

45.3

18.4

10.9

3.3

17.1

0 20 40 60 80

高齢者が地域で活躍できる機会をつくる

地域の助け合い活動の重要性を啓発する

健康づくりや介護予防についての

講座などを充実する

福祉や介護サービスなどの情報提供を充実する

身近で受けることができる福祉や

介護サービスを充実する

わかりやすく、利用しやすい相談窓口を整える

公共施設へのエレベーターの設置や、

まちのなかの段差解消などを行う

地域で活動する人や団体の育成を支援する

その他

無回答

(%)

若年者 一般高齢者

複数回答 
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